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【事業内容】

【基幹事業との関連性】

【事業費】
（平成27年度）　53,736千円

【内訳】
1,983千円（今回申請）

②内山遺跡第２次調査の動物遺存体整理・分析 3,780千円（今回申請）
③崎山遺跡の遺物一次整理 15,973千円（今回申請）

以下の業務は、内容（業務量）が確定していないため概算である。
④内山遺跡第１次調査の遺物二次整理 8,000千円
⑤内山遺跡第２次調査の遺物二次整理 4,000千円
⑥崎山遺跡の遺物二次整理 20,000千円

（平成28年度）　3,000千円
【内訳】

⑦発掘調査報告書の印刷・刊行（内山遺跡） 1,500千円
⑧発掘調査報告書の印刷・刊行（崎山遺跡） 1,500千円

【事業期間】
平成27年8月～平成28年3月

※ この様式は、原則として、参考様式第３０及び参考様式第３３の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、

全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。
※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

　女川町では、町民の生活・財産を守ることを第一に安全な高台居住地への集団移転を計画
している。高台居住地である内山、石浜の両地区内には、それぞれ内山遺跡、崎山遺跡があ
ることから、土地区画整理事業を実施するため両遺跡の埋蔵文化財発掘調査が必要となり、
平成26年度に発掘調査を実施してきた。
　本事業は、両遺跡の発掘調査で出土した遺物の整理作業及び発掘調査報告書作成を行うも
のである。

・一次整理・・・遺物の水洗いや接合等の基礎整理作業（洗浄、注記、接合）
・二次整理・・・出土遺物を報告書に掲載するために資料化（図化）する作業
　　　　　　　　（実測、トレース、拓本、写真撮影）
・動物遺存体整理・分析・・・出土した動物遺存体の特徴を報告書に掲載するために必要
                           な一連の作業（洗浄、抽出、同定、計測、記録、原稿執筆）
・発掘調査報告書の印刷・刊行

　中心部被災市街地復興土地区画整理事業の事業実施にあたり、文化財保護法により埋蔵文
化財発掘調査を実施し、その調査で出土した遺物を適切に整理・保管するとともに、報告書
を刊行するものである。

①内山遺跡第２次調査の遺物一次整理

全体事業費

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

（４）被災地復興のための土地利用計画策定促進事業

埋蔵文化財発掘調査事業（平成27年度分事業費）

56,736（千円）
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